
行事予定
１日(水)校内人権週間（３日まで）

委員会活動（１学期の反省）
２日(木)ＰＴＡ防犯パトロール（５の１）

ＰＴＡ総務委員会，理事会
３日(金)ＰＴＡ登校指導
６日(月)集金日（～８日），スクールカウンセラー来校
７日(火)水泳大会，学級ＰＴＡ（５・６年）
８日(水)水泳大会，学級ＰＴＡ（３・４年）
９日(木)家庭教育学級（人権教育）

水泳大会，学級ＰＴＡ（１・２年）
１０日(金)命の日，プール掃除（５年）
１３日(月)スクールカウンセラー来校
１５日(水)代表委員会，児童保健委員会
１７日(金)終業式，大そうじ，一斉下校（給食あり）
１８日(土)ＰＴＡ防犯パトロール(５の１)，青少年育成の日

６年ＰＴＡキャンプ（～１９日），さのさ祭り
１９日(日)家庭の日，さのさ祭り
２０日(月)海の日，海岸クリーン作戦
２３日(木)市小学校水泳記録会（串木野小）
２８日(火)県吹奏楽コンクール（鹿児島市民文化ホール）

市人権教育講演会
※ ８月の行事予定

１日(土)祇園祭
３日(月)出校日
６日(木)ＰＴＡ防犯パトロール
９日(日)七夕踊

１６日(日)第１回ＰＴＡリサイクル活動
１８日(火)市教育講演会（アクアホール）
１９日(水)市標本名付け会（アクアホール）
２１日(金)出校日
２２日(土)科学の祭典（アクアホール）

ＰＴＡ防犯パトロール
２３日(日)第２回ＰＴＡ奉仕作業

川上小学校との交流学習を行いました今年もよろしくお願いします

たくさん実りますように

「不自由との出会い」をとおして

学校だより
２０１５

９日(火)の全校朝会で，いつもお世話になっているスクー １０日(水)，川上小学校
ルガード，まつぼっくりの皆さんとの対面式を行いました。 の全校児童１２人を招き，
スクールガードは，現在，大久保利義さん，中尾嘉一郎さん， 授業や給食時間，昼休みを
新川宜史さん，田中宗夫さんの４人の方々に委嘱し，朝の登 一緒に過ごして交流を深め

いちき串木野市立市来小学校 平成２７年６月 校指導を中心に，子どもたちの安全を見守って頂いています。ました。
http://www12.synapse.nejp また，お話会グループ「まつぼっくり」は，市来小のお母さ ほとんどが市来中で同級

TEL ３６－２００６ FAX ３６－４６２５ ん方で構成し，心豊かな子どもたちの育成を目指し，教室で 生になる子どもたちです。
の読み聞かせや図書館でのお話会，緑陰読書会などの活動を これからもお互いのよさを

体験活動の推進 行ってくださっています。 知り，刺激を与え合いなが
校長 内 田 純 隆 ら成長してほしいと思いま

一学期も残すところ後わずかとなり，子どもたちにとって， す。
秋にも，また来てくださいね

長い夏休みが始まります。この夏休みをいかに過ごすかという
ことについてご家庭でも話合い，早めに計画を立ててほしいと
思います。
数年前から，「経済格差が体験活動の格差につながっている。」

と言われるようになりました。これは，色々な体験活動をする
ために，施設に行ったり，参加費を払ったりして活動すること
等が多くなったことも要因の一つです。
しかしながら，幸いにしていちき串木野市地域では，豊かな

自然や文化的行事等がたくさんあり，また，子ども会活動も充 いつも子どもたちのためにありがとうございます。

実しています。
学校でも自然体験活動や創作活動，文化活動等の体験活動を

それぞれの学年の発達段階に応じて取り組んでいます。
是非，この長い夏休みを十分に活用して，安全に気をつけて， 毎日のように降り続く梅雨の合間を縫って，１２日(金)，

地域行事や子ども会活動等様々な体験活動をしてほしいと思い １・２年生が市来幼稚園の年長組と一緒にサツマイモの苗を
ます。ご家庭でも「体験活動の推進」を積極的に図り，子ども 植えました。大雨で田んぼのようにぬかるんだ土に足を取ら
たちの「生きる力」を養う一つにしてほしいと思います。 れそうになりながら，マルチに開けた穴の中に苗を植えてい

＜体験活動の効果＞ きました。また，５年生は２３日(火)，田植えに挑戦しまし
「子どもの体験活動の実態に関する調査研究報告（平成 た。田んぼに張られたロープに沿って，種から育てた餅米の

２２年１０月）」によると次のような影響（抜粋）がある 稲をしっかりと土の中に植えていき
ことが明らかになりました。 ました。早くも秋の収穫後に実施
① 自然体験・友だちとの遊び・お手伝い・地域活動など する焼きいもや餅つきを楽しみに
の子どもの頃の体験が豊富な人ほど，大人になってから している子どももいるようで，自
のやる気や生きがい，モラルや人間関係能力などの資質 然の恵みについて学ぶよい機会と
・能力が高い傾向にある。 なっています。活動を支えてくだ
② 子どもの頃の体験が豊富な人ほど，最終学歴が高く， さった保護者や地域，市農政課の皆
現在の年収が高く，１か月に読む本の冊数が多くなる傾 様に心よりお礼申し上げます。
向が見られる。
③ 大人になってからの資質・能力は，家庭や地域におけ 幼稚園児と楽しく活動しました

る様々な体験と関係している。

④ 自然体験，動植物とのかかわり，友だちとの遊び，地 ２～４日，南薩少年自然の家で集団宿泊学習を実施し，５年生

域活動，家族行事，家事手伝いなどの子どもの頃の体験 ３２名が参加しました。親元を離れ，テレビやゲーム，おやつ等
が豊富なほど，「はしを上手く使うことができる」，「日 のない中で，野外炊飯や自然体験，
本の昔話を話すことができる」といった日本の伝統的な 友だちとの宿泊など，普段とは全く
作法や教養が高い。 異なる体験をとおして，家庭のあり
⑤ 中学生の頃の地域活動や家事手伝い，自然体験などが がたさや，決まりを守ること，協力
大人になってからの自尊感情，共生感，意欲・関心，規 することの大切さなど多くを学びま
範意識，人間関係能力，職業意識，文化的作法・教養と した。身に付けた自信を，今後の生
関係している。 活に役立ててほしいと思います。

万之瀬川でのカヌー体験


